
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

歌 器 創

２
学
期

2

Ｄ.西洋音楽史①
【知】中世～バロック音楽の特徴
と、文化的・歴史的背景について理
解する。
【思】西洋古典音楽に関わる知識を
得たり生かしたりしながら音楽表現
の固有性について考え、音楽のよさ
や美しさを味わって聴く。

①中世～ルネサンスの音楽
②バロックの音楽

【知】中世～バロック音楽の特徴と、文化
的・歴史的背景などとの関わりについて理解
しながら鑑賞できている。
【思】鑑賞に関わる知識を得たり生かしたり
しながら、西洋の歴史における音楽の意味や
価値を考え、音楽のよさや美しさを自ら味
わって聴いている。
【態】中世～バロックの音楽に関心をもち、
主体的・協同的に音楽活動に取り組もうとし
ている。

〇 〇

Ｃ.器楽・創作
【知】創意工夫を生かした器楽・
創作表現をするために必要なボ
ディ・パーカッションの知識・技
能を身に付ける。
【思】表現に関わる知識や技能を
得たり生かしたりしながら、表し
たい自己のイメージをもって表現
を創意工夫する。

①YOU CAN DO IT!
②グループでリズム創作
③クラス発表会

〇 〇

【知】曲想と楽器の音色や奏法との関わり、
構成上の特徴について理解し、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な他者との
調和を意識して演奏する技能や反復、変化、
対照などの手法を活用して音楽をつくる技能
を身に付けている。
【思】音楽表現に関わる知識や技能を得たり
生かしたりしながら、自己のイメージをもっ
て音楽表現を創意工夫している。
【態】ボディ・パーカッションに関心をも
ち、主体的・協同的に音楽活動に取り組もう
としている。

〇 〇

2

〇

〇〇

〇 〇 〇

Ａ.楽典(和音)
【知】和音に関する基礎理論(音
名・和音)を知り、音楽表現をする
ために必要な技能を身に付ける。
【思】和音について自分のイメージ
をもち、他者との話し合いによって
自らの表現活動を行う。

①音の名前について
②和音について

〇 4

9

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

【知】曲想や表現上の効果と構成上の特徴
を、表したいイメージと関わらせて理解し、
創意工夫を生かした創作表現をするために必
要な技能を身に付けている。
【思】リズムに対する知識を得たり生かした
りしながら、自己のイメージをもって鑑賞・
創作活動を行っている。
【態】リズムに関心をもち、主体的・協同的
に音楽活動に取り組もうとしている。

【知】言葉の特性と曲想、様々な表現形態に
よる歌唱表現の特徴について理解し、曲にふ
さわしい発声、言葉の発音、表現形態の特徴
を生かして歌う技能を身に付けている。
【思】声楽表現に関わる知識や技能を得たり
生かしたりしながら、自己のイメージをもっ
て歌唱表現を創意工夫している。
【態】声楽に関心をもち、主体的・協同的に
音楽活動に取り組もうとしている。

【知】曲想や表現上の効果と構成上の特徴
を、表したいイメージと関わらせて理解し、
創意工夫を生かした創作表現をするために必
要な技能を身に付けている。
【思】和音に対する知識を得たり生かしたり
しながら、自己のイメージをもって鑑賞・創
作活動を行っている。
【態】和音に関心をもち、主体的・協同的に
音楽活動に取り組もうとしている。

知

3

〇

○

音楽Ⅰ 2

〇 〇

態

配
当
時
数

１
学
期

Ａ.楽典(リズム)
【知】リズムに関する基礎理論(楽
譜・拍子・音符)を知り、音楽表現
をするために必要な技能を身に付
ける。
【思】リズムについて自分のイ
メージをもち、他者との話し合い
によって自らの表現活動を行う。

①オリエンテーション
②楽譜について
③拍子について
④音符について

　〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

Ｂ.歌唱
【知】歌唱における基礎的な知識
を身に付け、歌唱表現に必要な技

能を身に付ける。
【思】歌唱表現における知識や技
能を得たり生かしたりしながら、
自己のイメージをもって歌唱表現
を創意工夫する。

①校歌(斉唱・合唱)
②ふるさと(アカペラ・混声４部)
③春に(混声３部)
④実技テスト

〇

思

〇 〇

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理解するととも
に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

改訂版 ON!1 （音楽之友社）

芸術

音楽Ⅰ

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・共同的に音楽の幅広い活動に取り組み、
生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によっ
て生活や社会を明るく豊かにしていく態度を養
う。

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を
身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を
養い、豊かな情操を培う。

芸術



【知】言葉の特性と曲種に応じた発声、文化
的歴史的背景との関わりや、音階や音型など
の特徴について理解し、曲にふさわしい発
声、言葉の発音などの技能や、旋律をつくる
技能を身に付けている。
【思】民謡に関わる知識や技能を得たり生か
したりしながら、自己のイメージをもって歌
唱・創作表現を創意工夫している。
【態】民謡に関心をもち、主体的・協同的に
音楽活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

３
学
期

Ａ.楽典(旋律)
【知】旋律に関する基礎理論(調・
音階)を知り、音楽表現をするため
に必要なICTの技能を身に付ける。
【思】旋律について自分のイメージ
をもち、他者との話し合いによって
自らの表現活動を行う。

Ｂ.歌唱・創作
【知】創意工夫を生かした歌唱・創
作表現をするために必要な民謡の知
識・技能を身に付ける。
【思】表現に関わる知識や技能を得
たり生かしたりしながら、表したい
自己のイメージをもって表現を創意
工夫する。

①調について
②音階について

①民謡を歌ってみよう
②日本各地の民謡調べ
③オリジナル民謡をつくろう！
④クラス発表会

〇

〇 〇

Ｃ.日本伝統音楽史
【知】日本伝統音楽の特徴と、文化
的・歴史的背景について理解する。
【思】日本伝統音楽に関わる知識を
得たり生かしたりしながら音楽表現
の固有性について考え、音楽のよさ
や美しさを味わって聴く。

①雅楽
②能
③歌舞伎

〇

２
学
期

7

【知】様々な表現形態による歌唱・器楽表現
の特徴について理解し、曲にふさわしい奏
法、言葉の発音、表現形態の特徴を生かして
歌う技能を身に付けている。
【思】弾き語りに関わる知識や技能を得たり
生かしたりしながら、自己のイメージをもっ
て歌唱・器楽表現を創意工夫している。
【態】弾き語りに関心をもち、主体的・協同
的に音楽活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 7

〇 4

Ｃ.器楽・創作
【知】創意工夫を生かした器楽・創
作表現をするために必要なキーボー
ド・コードの知識・技能を身に付け
る。
【思】表現に関わる知識や技能を得
たり生かしたりしながら、表したい
自己のイメージをもって表現を創意

工夫する。

〇 〇

【知】様々な表現形態による器楽表現の特徴
や、音を重ねた時の響きについて表したいイ
メージと関わらせて理解し、創意工夫を生か
した音楽表現をするために必要な表現形態の
特徴を生かして演奏する技能や旋律に和音な
どを付けた音楽をつくる技能を身に付けてい
る。
【思】音楽表現に関わる知識や技能を得たり
生かしたりしながら、自己のイメージをもっ
て音楽表現を創意工夫している。
【態】コードに関心をもち、主体的・協同的
に音楽活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

Ｄ.西洋音楽史②
【知】古典派～近現代の音楽の特徴
と、文化的・歴史的背景について理
解する。
【思】西洋古典音楽に関わる知識を
得たり生かしたりしながら音楽表現
の固有性について考え、音楽のよさ
や美しさを味わって聴く。

①古典派～ロマン派
②近現代

〇

【知】古典派～近現代の音楽の特徴と、文化
的・歴史的背景などとの関わりについて理解
しながら鑑賞できている。
【思】鑑賞に関わる知識を得たり生かしたり
しながら、西洋の歴史における音楽の意味や
価値を考え、音楽のよさや美しさを自ら味
わって聴いている。
【態】古典派～近現代の音楽に関心をもち、
主体的・協同的に音楽活動に取り組もうとし
ている。

〇 〇

〇 〇
合
計

52

6

2

〇 〇 〇 6

【知】曲想や表現上の効果と構成上の特徴
を、表したいイメージと関わらせて理解し、
創意工夫を生かした創作表現をするために必
要な技能を身に付けている。
【思】旋律に対する知識を得たり生かしたり
しながら、自己のイメージをもって鑑賞・創
作活動を行っている。
【態】旋律に関心をもち、主体的・協同的に
音楽活動に取り組もうとしている。

①メジャー/マイナーコード
②創作実習
③和音の展開形
④創作実習
⑤7thコード
⑥創作実習
⑦実技テスト

Ｂ.歌唱・器楽
【知】キーボードにおける基礎的な
知識を身に付け、弾き語りに必要な
技能を身に付ける。
【思】ミュージカルについての知識
や歌唱の技能を得たり生かしたりし
ながら、自己のイメージをもって歌
唱・器楽表現を創意工夫する。

①エーデルワイス
②ホール・ニュー・ワールド
②夢破れて
④実技テスト

〇 〇

〇

【知】日本伝統音楽の特徴と、文化的・歴史
的背景などとの関わりについて理解しながら
鑑賞できている。
【思】鑑賞に関わる知識を得たり生かしたり
しながら、日本の歴史における音楽の意味や
価値を考え、音楽のよさや美しさを自ら味
わって聴いている。
【態】日本伝統音楽に関心をもち、主体的・
協同的に音楽活動に取り組もうとしている。

〇



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 C 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

漢
仮

漢 仮

１
学
期

○

２
学
期

○

書の専門的な事柄の理解を図り、よ
りわかり易く指導し、実践をする。

○

○

線を連続して引く手法の理解と実
践。
充実した練習により、高い習熟度の
達成。
筆脈の貫通した造形の理解。
様々な古典を鑑賞し、書風の相違に
ついて関心を持たせ、意欲的に表現
を引き出す。

臨書
孔子廟堂碑
九成宮醴泉銘
雁塔聖教序
顔氏家廟碑
牛橛造像記
鄭羲下碑

楷書の歴史。
用具・用材の特性を知る。
用筆・運筆の理解、基本点画の習
得。
楷書の基本用筆及び基本点画。

○

芸術書道を学習がするために書道全
般の基礎知識の確認と理解を深め
る。
古典を観察・臨書することで、芸術
的視野を広げる。

学習内容と用具・用材の基礎知識。
書体の変遷とその歴史的背景との関
連。
筆順の大原則・特例・由来及び筆順
と文字造形の関連。
籠字による古典の臨書。

○ ○

○

○

○

３
学
期

古典作品を広く見渡し鑑賞を通し、
各自が興味を持った作品を選択す
る。
一つの作品と深く対峙することで、
その作品の持つ内容をしっかりと感
得し表現できるようにする。
条幅作品を書くことで、全体構成を
理解と習得を図る。

選択課題
集王聖教序・蘭亭序・松風閣詩巻
蜀素帖・争座位文稿・風信帖・
伊都内親王願文・屏風土代・詩懐紙
白氏詩巻
高野切第一種・高野切第三種

単体一文字ごとの基本形と運筆の習
得。穂先のあたり・回転の習得。
筆の流れによる文字と行の造形の関
連の理解と実践に努める。
連綿線の方向と長さ、文字の配置の
工夫の重要性の理解と実践を促す。

紙面統一の方向性を考えさせる。
自由な発想と展開を引き出す。
芸術の意味を考えさせる。

仮名の歴史。
仮名の用具・用材及び執筆法と基本
用筆法の理解。
仮名の運筆法の理解と単体の習得。
連綿における運筆法及び造形法の理
解と習得。
変体仮名を知る。

漢字仮名交じりによる創作。
色紙作品を書く。

○

10

6

合
計

70

○

○

造形を観察、用筆を工夫し、古典の特色を的確
に表現できたか。
全体構成を考え、文字の大小、線の太細、墨の
潤滑、筆脈の貫通をとりまとめることができた
か。
他者の作品を鑑賞し、自分の意見を言葉にし発
言できたか。

○ ○

○

○○

12

造形をよく観察し、用筆を工夫しているか。
様々な古典の背景や特色を理解し、的確に表現
しているか。
古典の内容により深く迫ろうとしているか。

正しい姿勢・執筆法・用筆法の理解と実践。
用具・用材の活用の理解と実践。
古典を通しての、基本結構の習得。

○

○○

○

○

筆の回し込み・返し・腕法・手法の習得。
筆脈の貫通した造形の習得。
各古典の特色の理解と鑑賞を通して、表現に反
映できたか。

基本用筆と文字造形の習得。
連綿の構成法の理解と運筆の実践。
各古典の特色の理解と鑑賞を通して、表現に反
映できたか。

○

○

14

14○ ○

○

書の特質を理解し、用具・用材の特徴と用筆・運筆との関
係性を実技を通して体得する。書の美の表現を目指し、自
らの意思に基づいて構想を練り、それを実現するための技
能を臨書活動を通して身につける。

表現の幅広い可能性について、自ら色々な角度から取り組もうとしている。

自身の活動を振り返り、見通しを立てながら試行錯誤を繰
り返
し、粘り強く取り組む姿勢を身につける。しょのびを感受
しながら、生活や社会の中での書や文字の意味や価値を主
体的に見出す姿勢を身につける。

書道Ⅰ

○

用筆法を統一し、変化のある構成を図れたか。
構想力を働かせ、しっかりと構想を練り、推敲
をかさねて、個性を発揮できたか。
制作した作品を見直し、自分の進歩・変化を省
みる。 ○

○

行書の歴史。
行書の基本用筆・運筆法の理解及び
基本点画の習得。

臨書
集王聖教序
蘭亭序

用筆・運筆と文字造形の関連性の理
解。
楷書の文字造形の法則性を理解し、
実践する。
楷書の多様性を知る。

態

○

○

○

6

用具・用材の的確な知識の習得。
漢字五書体と仮名の書体の流れをつかむ。
筆順の正誤の確認と原則・例外の習得。
文字造形における筆順の意味を知る。

8○ ○

○

配
当
時
数

【学びに向かう力、人間性等】

自分や他人の作品・演奏について、根拠を持って評価・判断し、次段階の表現につなげることができる。

評価規準 知

作品及び書の伝統と文化的価値を考え、書の美を鑑賞する
資質や能力を育てる。体得した知識・技能を活かし深い鑑
賞力を身につけ、構想に対する表現の工夫や分析的な思考
をより深くする。感じ方や考え方の多様性を自覚し、適切
な用語で言語化できるようにする。

指導項目・内容

表現

鑑
賞

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】

科目の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

年間授業計画　新様式

書Ⅰ（教育図書）

芸術 書道Ⅰ

書道Ⅰ

芸術

芸術

教科の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な表現および解釈に必要な知識と基本的な技能を身につける。

2

高等学校８令和年度（１学年用） 教科



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 芸術 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標： 芸術文化に理解を深め生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てる

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 感性や想像力を働かせて心豊かな発想をし、よさや美しさを などを考え構想する

絵
・
彫

デ 映

（A　組：　　　　）（　B組：　　　　）（　CD組：　　　　）（　GH組：　　　　）

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

中学校美術科の基礎に立ち高校生の造形的な意
識の向上と素材への適材適所の使い方をしてい
る

発想から完成までの計画性と創造的な表現の構
想を練ることで感性を高め技能を習得している

日本文教出版　美術Ⅰ

芸術

発想から完成までの計画性と創造的な表現の構想を練ることで感性を高め技能を習得する

自分なりの発想や構想で表現の工夫をして個性豊かな表現する

美術Ⅰ

思 態

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

自分なりの発想や構想で表現の工夫をして個性豊
かな表現している

配
当
時
数

１
学
期

「見る　感じ取る　考える　表す」
高校美術Ⅰのイメージを持ち美術の
学びの意味や広がりについて考える

美術学習のオリエンテーション
授業内容、必要な用具や材料教科
書の説明　補色の理解

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価の方法、 知

立体を把握しデッサンできたか
根気強く丁寧に描く

○ 4

美術への関心や意欲、態度、教科書の内容が
理解できたか

○ ○ ○

8

○

白と黒が隣り合うときの明暗や線が
長短に見える錯覚の理解する
立体の意識を持ちながら正確に対象
物を描く

○ ○

○ ○

石膏デッサン　線ではなく面で捉
える指導 空気間をどうゆうふうに
表現するか

○ ○ 〇 〇

錯覚を理解できたか　丁寧に対象物を良く観
察し立体の意識を習得できたか　微妙な明度
を表現することができたか　質感の書き分け
ができているか

○ ○

○

○ ○ 10

〇

すばやく相手の特徴をとらえて描くことがで
きたか　1年間を通して色々なことを発見する
事ができたか

16

〇

根気強く丁寧に作業ができているか　集中力
持続力をもって制作しているか
完成度の高い作品になっているか

○

○

丁寧に細部まで動物を移しバックも個性豊か
な表現で作業ができているか

○ ○ ○

10

合
計

78

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇

○

12

○

自分なりの発想で豊かな表現ができているか
カード創るうえで立ち上がりなど動作を考え
て立ち上げられているか　カードの表紙にも
繊細な作業ができているか　全体的に美しく
仕上げられているか

○ ○ ○ 16

指示を理解して丁寧に作業ができているか

○

○

2

プリントの図形を的確に理解し表現
すること　　プリントの指示を守り
ながら丁寧に1つずつ明度をつける

立体の意識　正面・側面・上面3方
向からの図形から立体を描く
デッサンからのグラデーション練
習

○ ○

構造を理解して細かく丁寧にカッ
ティングする　折り目線の処理の仕
方や図柄の指示を理解して作業する

飛び出すカード　プリントを使っ
てカッティングの技能を身につけ
る

○

中学校美術科の基礎に立ち高校生の造形的な意識の向上と素材への適材適所の使い方をする

美術Ⅰ芸術

○ ○

等身の理解や正中線のあり方　人物
の構造を理解して描く

２
学
期

ラバットの仕方や構造の理解を深め
る　色彩豊かな表紙を創り細部まで
神経をいきわたらせる

飛び出すカード　飛び出す仕掛け
を理解して立体的なカードを創る
相手にメッセージが伝わる様にア
イディアを工夫をして個性豊かな
表現する

○ ○

表現方法を工夫してスクラッチする
額板をデザインに合わせて彫る額を
カラーワックスで塗装して仕上げる

額付きスクラッチ　動物のプリン
トを使った自由な発想でバックを
考える　作品と額の一体感が出る
よう工夫をして個性豊かな表現を
模索する

○ ○

人物クロッキー

〇 〇

３
学
期

鉛筆によるトーンの練習　明度の境
界を見極めて線が引け表現出来たか

写真を使った鉛筆による模写
雑誌のグラビアから興味のある題
材を基に描く

〇
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